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BT･aSSica属における種間､品種間キメラの特徴
はじめに
キメラはギリシア神話などで古くから話題に
なり､また果樹や花さを中心とする園芸分野で
広く利用されてきた｡また､ダーウィンの時代
にはキメラを"接木雑種"とよぴ(本来の｢接
木雑種｣とは当時区別していなかった)､ "坐
理学上の重要な事実"とされていた(ダーウィ
ン､ 1868)｡その後も､キメラ研究は､植物の
発生､形態形成の研究の重要な分野として展開
している｡
筆者らは､これまで接木によって誘導される
遺伝的変異の諸特徴を明らかにし､そのメカニ
ズムが基本的に形質転換現象によることを示し
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てきた(Hirata, 1979, 1980)｡現在､接木の
台木にGU Sやカナマイシン抵抗性遺伝子を組
み込んだトランスジェニックタバコを用い､そ
れらの遺伝子(発現)を指標に､接木穂木の維
管束系を介して遺伝子が生殖細胞や種子世代に
転移伝達する過程を追跡している(Hirata
et a1., 1989, 1992)0
さらに､接木変異研究のこうした展開を踏ま
えて､従来から大きな問題として未解決となっ
ていた接木変異とキメラとの関係､ "キメラに
おいて接木変異現象は生じるか"を明らかにす
るために､接木やiT"itroでキメラを作成する
系を確立し､キメラを構成する異種類の細胞･
吹
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特別講義シリーズ｢微生物遺伝生態への道｣ (第二回)について
生態系における硝酸塩のケースヒストリーと
応答系遺伝子オペロンの発現制御
平成5年度共同利用研究等の紹介
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組織間相互作用について研究を進めてきた
(Hirata et al. 1990, 1992, Noguchi et a1.,
1992)｡ここでは､筆者らが行ってきたキメラ
研究の現状を紹介したい｡
最初筆者らはキメラを作成する方法として接
木を利用する方法､いわゆる"ウインクラー法"
を適用してきた(Hirataet a1., 1991, 1992)｡
ところが､接木法は品種間キメラのような近縁
植物の場合には問題が少ないが､種間キメラ作
成となると形成率が悪く､これを克服するため
に種々検討の結果､ El lに示すような､無菌的
に幼植物実生を呼び接ぎし､培養をする方法を
確立した(Noguchi, et a1., 1989, 1992)｡現
在では､専らこの方法を用いてキメラ植物を安
定的に維持し､必要なタイプのキメラ植物を必
要な数得ることができるようになった｡この方
法によるキメラ植物の形成率は種間でも20%以
上と比較的良く､一度作成すれば､作成された
キメラ植物の破芽や若いキメラ組織片を培養す
ることにより維持増殖できる｡材料は品種間キ
メラ作成にはアプラナ属の赤キャベツ品種"ル
preparJti仙OE ■dlihP
ピーボール"と緑色品種"YR-らんぼう"
(Brassi a oleracea )を用い､種間キメラ作成
には"ルビーボール"と小松菜品種"晩生小松菜"
や"うぐいす等" (B.ca'npestris)を用いてい
る｡
アブラナ属キメラ植物の特徴
作成されたキメラのタイプは､外部形態と組
織切片を作成して顕微鏡観察した組織構成､花
粉および種子稔性､アイソザイム分析､ DNA
分析等を行い､それらの諸特性により分類同定
している｡筆者らがこれまで得ている種問キメ
ラ植物は周縁区分型が基本であり､厳密な意味
での区分型はほとんどない｡代表的なタイプを
図2に示す｡光学顕微鏡による組織観察によっ
ても実際の細胞構成は極めて複雑に入り組んで
いる｡いくつかの指標形質により内層､外層の
大まかな細胞層構成を区分できる｡しかし､厳
密にキメラ組織の細胞構成を明らかにすること
はかなり難しい｡こうした限界や困難性はある
が､得られたキメラの特徴を一言でいえば､キ
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図1 IT"ltT･0系キメラの作成法(Noguchi et all, 1992)
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メラの外部形態は､品種間､種間キメラを問わ
ず､両植物の特徴を合わせ持った中間型を示し､
生殖器官､栄養器官いずれもほぼ中間的である
といえる(図3)｡そして､キメラを構成する
細胞･組織の割合や構成の仕方により､キメラ
の外部形態や生理的性質が複雑な性質を発現す
る｡
ルビーポールと小松菜から成る種間キメラの
場合､花粉稔性､種子稔性はキメラのキャベツ
部位では低く､小松菜部位でもキャベツ組織が
図2　'ルビーボール■ (Brassica oleracea)と
一小松菜一(B. campestn'S)より得られた
種聞キメラの諸タイプ｡ A :ルビーボール復
帰型キメラ｡花粉､種子稔性は正常､ B :ル
ビーポール組織か卓越して小松菜を覆ってい
る周縁区分型キメラ､花粉稔性はルビーポー
ル部位で低く､種子不稔性が強い､ C :両組
織か入LJ混じって混在している混合型キメラ､
D :小松菜型か卓越している区分型キメラ､
厳密には周縁区分型になっている､ E :小松
菜組織がルビーポールを覆っ'Tいる周縁型キ
メラ､表面的には小松菜のように見えるが､
花の形態等に変異がみられる他､種子はほと
んど不稔である､ F :小松菜復帰型キメラ､
稔性は正常となる｡
/′ー＼＼
図3　種々のキメラタイプの代表的な花を示す｡中
段左寄り､ルビーポール､キメラX小松菜か
ら得られた種間雑種､小松菜､その他はすべ
て異なるキメラ型からの花を示すが､大きさ､
形､花弁の色などに変異が認められる｡
混在していると思われるものでは､稔性はかな
り低くなる傾向が顕著である｡そうした意味で
は､種問キメラ植物それ自体が"雑種"的性質
を示していると言ってよい｡ダーウィンの時代
に種間キメラの生理形態的形質が中間的性質を
示したり､不稔現象がみられたりしたことから
キメラを"接木雑種"と呼んだのも理解できる｡
しかし､こうした種間キメラ植物にルビーボー
ルまたは小松菜を交雑して､生殖細胞層の遺伝
的構成､性質を調べると､得られた英や種子は
強い不稔現象を示すにもかかわらず､わずかに
得られた種子世代植物は､ルビーボールか小松
菜型かの植物がほとんどである｡種問雑種と思
われる個体が､約500交配のうち2英より4個
体(0.4%)得られたに過ぎなかった｡ただし､
この4個体のうち生育した3雑種個体間には諸
形質で変異が認められた｡その後､種間キメラ
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とキメラ作成に用いた原2種との交雑より得ら
れたF l植物の中に､極めて低い割合であるが､
いくつかの変異個体が認められている｡このこ
とから､キメラ植物では異なる両植物組織が共
生し､両方の栄養条件がお互いに接近したため､
低い率ながら雑種ができやすくなっていること
も考えられ､遠縁交雑で雑種植物を得易くする
ために接木を利用する､いわゆる"栄養接近"
効果の検討も必要であろう｡
一方､ "ルビーボール"と"YR-らんぽう"
とのキャベツ品種間キメラとYR-らんぽうと
の交雑によるFl植物を調べたところ､アント
シアニンの発現を指標として一つの英内で3%
の率で分離する現象が認められた｡これは接木
キメラの場合もiT"itro系キメラの場合もほぼ
同程度であった｡このことは､キメラ植物の一
つの子房(莱)中に優性､劣性の異なる遺伝子
型の雌性配偶子が混在していることを示してい
る｡この原因として､一つの子房(莱)内の生
殖細胞が2細胞以上の始原細胞から形成される
ために異なる遺伝子型生殖細胞が混在したのか､
あるいは何等かの変異が生じたためかであるか
が考えられる｡しかし､今のところいずれであ
るかはっきりしない｡それを明らかにするため
には､キメラ植物の陸や生殖器官がどのような
始原細胞からどの様な過程を経て形成されるか
を明らかにしなければならない｡今後の展開を
待たなければならない｡
これまでの筆者のキメラ研究より､キメラ組
織間の生理的相互作用のみでなく､遺伝的相互
作用の存在する可能性も示唆されたので､接木
雑種との関係などさらに検討することが必要で
ある｡しかし､そのためには個々の植物細胞を
分化発生過程で区別できる指標や方法を兄いだ
すことが求められる｡筆者らは植物組織の表層
下細胞層の細胞組織を区別するために､取り敢
えずGU S遺伝子の発現に注目しそれを組み込
んだ西洋ナタネ(B.napus)を一方の親に用い
て赤キャベツ"ルビーボール"とのキメラを作
成した｡そして､表層から2ないし3層をアン
トシアニンの発現でとらえ､また葉肉細胞や維
管束系をGU S発現で区別し､両方の発現パター
ンを調べることで､より正確なキメラの組織構
成を見ようと試みている｡未だ十分には細胞レ
ヴェルで個々の細胞起原を区別できてはいない
が､以前よりもかなり組織構造をよくとらえる
ことができるようになった｡
また､キメラ植物それ自体を実用化の素材と
して利用して行くことも可能であると思われる｡
植物キメラの問題は遺伝･育種の立場からも､
植物の発生や形態形成研究の面からも古くて新
しい問題の解決を迫っているように思われる｡
主な参考文献
ダーウィン､ Ch.1868.家畜･栽培植物の変異
(篠遺書人､湯浅明訳)､ pp708､白揚社(秦
京)
Hirata,et al.1989. Graft transformation in
tobacco (Nicotiana tabacuTn ). Proc. of
6th lnternatl. Congr. SABRAO,531 -534.
Hirata, Y. et al.1990. Intervarietal chimera
formation in cabagge (Brassica oleracea).
Japan. J. Breed.,40:419-428.
Namai, H.1971. Studies on the breeding of oil
rape ( Brassica napusvar.oleifera ) by
means of interspecific crosses between 良.
caTnPeStris and B. oleracea. Ⅰ. Interspecific
crosses with the application of grafting or
treatment of sugar solution.Japan.J.
Breed.,21 :40-48.
/Noguchi, T. etal. 1992. 1ntervarietal and
interspecific chimera formation by in uitro
graft-culture method in Brassica. Theor･
Appl. Genet.,83:72,7 -732.
Winkler, K.1907. Uber Propfbastarde und
pflanzenliche Chimaeren. Ber. dtsch. bot･
Ges.25:568-576.
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｢好気性光合成細菌｣と言うカテゴリーが使
われるようになりて､早いもので7年が経ちま
す｡バクテリオクロロフィルを含む光合成系を
好気的にのみ形成するグラム陰性の細菌群のこ
とで､従来の嫌気性光合成細菌とは対照的なこ
とから､この様な言葉が用いられるようになり
ました(6)｡生理的には､炭酸同化能が弱く､
光エネルギーをATP合成に変換することが確
かめられています(5)｡海陸問わず､色々な
環境から同様な細菌が分離され続けています｡
発見の当初は､この様な細菌の現存量は､海
洋細菌のごく一部であったし(7)､またその
光エネルギー利用活性も極めて弱かったことか
ら､生態学的には余り顧みられず､また性状は
遺伝化石的なものと考えられました｡
しかしながら1991年を境に評価は一変しまし
た｡海水から直接16S rRNA-DNAを抽出し
て分析すると､好気性光合成細菌Roseobacter
に近縁の細菌種が海洋で優占であることが示さ
れる一方(1)､オーストラリア熱帯海域では､
バクテリオクロロフィルを持っ細菌が､全体の
20-50%にも及ぶことが報告されたのです(8)｡
Britschgi (1991, (1 ))は､ ｢好気性光合成細
菌の海洋での広範な分布やその働きを考えるこ
とで､食物連鎖の中で理論的に推定される細菌
の現存量よりも実際の現存量の方がかなり高い
(2)ことが､説明されるかも知れない｣と述
べています｡培養性状に捕らわれたこれまでの
考えが反省され､好気的光合成機能の分布を遺
伝子レベルで調べる必要性が示されました｡
筆者はそこで現在､ pufオペロン中の､光合
成反応中心蛋白のpufM遺伝子の分布を分離菌
東京大学･海洋研究所　芝　　恒男
株について調べています｡このpufM遺伝子の
塩基配列は､プロテオバクテリアαグループの
光合成細菌間では､相同性がかなり高いことが
確認され(3)､またこの遺伝子の上流には､
これまでに確認された光合成機関の遺伝子の殆
ど､すなわちバクテリオクロロフィル合成酵素
系遺伝子のオペロンやカロテノイド合成酵素系
のオペロンが連続的に並んでいます(4)｡構
造遺伝子の分布のみならず､その制御系の変異
の有無を調べるのにこれほど優れた材料は他に
はありません｡これまでに培養性状と遺伝子性
状を､海洋の分離菌100株ほどと廃鉱水中に見
られるAcidiphiliumについて調べていますが､
現在までのところ､培養性状とpufMの分布は
良く一致しています｡今後はpufMの上流域を
調べることで､何故活性が弱いのか､また相同
性実験のストリンジェンシーや用いるプローブ
の検討を加えることで､培養性状陰性で遺伝子
性状陽性の菌株の検索を続ける計画です｡
引用文献
1 ) Britschgi T. B., and Giovannoni, S. J.
(1991) Appl. Environ. Microbio1.,57:
1707-1713.
2) Hagstrom, A., Azam, F., Anderson, A.,
wikner, ]., andRassoulzadegan, ∫. (1988).
Mar. Ecol. Pros. Ser.49:1711178.
3 ) Liebetanz, R., Hornberger, U., andDrews,
G.(1991). Mol.Microbio1.,5 : 1459-
1468.
4) Scolnik,P. A"and Marrs,B.L. (1987).
Ann. Rev. Microbio1.,41:703-726.
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5 ) Shiba,T. (1984). J.Gen.Appl.Micro-
bio1.,30:239-244.
(1979). Appl. Environ. Microbio1.,38:43-
45.
6 ) Shiba,T. and Harashima,K. (1986).　　8) Shiba,T.,Shioi, Y.,Takamiya, K.,SuttoI
Microb.S°i.,3:376-378.　　　　　　　　　　n, D.C., and Wilkinson,C.R. ( 1991 ).
7 ) Shiba, T., Simidu, U., and でaga, N.　　　　　Appl. Environ. Microbiolリ57:295-300･
イネ属植物葉緑体DNAに見られる欠失変異について
東北大学･遺伝生態研究センター　菅　野　　　明
葉緑体DNAとは
葉緑体DNAは1960年代のはじめにその存在
が示唆されてから､その大きさ､分子型､コピー
数などが研究され､最近ではさまざまな植物に
おいて制限酵素地図の作成､転写翻訳に関する
研究などの分子生物学的研究がなされてきた｡
葉緑体DNAは環状2本鎖DNAであり､多く
は120-160 kbの大きさで23S,16S,5S,4.5S rRN
Aを含む20kb程の領域が1つの軸を対称に2
カ所存在しており､逆位配列(IR)と呼ばれ
ている｡ミトコンドリアDNAとは違い､葉緑
体DNAのこの構造はさまざまな高等植物でよ
く保存されていることが知られている｡
葉緑体D N Aを用いた系統解析
1970年代から現在にかけて､葉緑体DNAの
制限酵素地図と遺伝子地図が数多くの植物で決
定されており､特にここ数年の間にゼニゴケ
(MaT･Chantia polymoTPha )､タバコ(Nicotia-
na tabacum)､イネ(OTツZa Satiua)をはじめ
いくつかの植物において葉緑体DNAの全塩基
配列が決定もしくは決定されつつある(Ohya一
maet al.1986; Shinozaki et al.1986; Hiratsu-
ka eL al.1989).
近年植物分子系統学では､この葉緑体DNA
を用いて近縁植物間の系統関係を調べる研究が
盛んに行われている｡葉緑体DNAを制限酵素
で切断し電気泳動を行うことによって得られる
制限酵素切断パターンを近縁種間の植物で比較
すると､よく似てはいるが少しずつ異なったパ
ターンを示す｡これはある制限酵素の認識配列
中に起きた変異によりその制限酵素部位が消失
したり新たに出現したりした場合と､ DNA断
片の挿入あるいは欠失によりそのDNA断片の
移動度が変化した場合とがある｡これを様々な
制限酵素を用いて近縁植物間の制限酵素切断パ
ターンの類似度を求めることによって近縁植物
種間の系統関係を調べることができるわけであ
る｡この葉緑体DNAの制限酵素切断パターン
の多型性による分類は､植物の形態学的見地か
ら分類していた今までの系統分類と非常によく
一致することが知られており､現在までにTrit
icum属およびAegilops属(Ogihara et al. 1988;
0gihara and Tsunewaki 1988)､ NicotiaTZa属
(Rung et al.1982)､ Brassica属(Palmer et al.
1983)をはじめとして数多くの植物の種属で葉
一線体D N Aの多型性を利用して系統関係が調べ
られている｡
イネ属植物においてもこの葉緑体DNAの多
型性を利用した系統解析が行われており､ Ishii
ら(Ishiiet al.1988)､ Dallyら(Dally andSe-
cond 1990)によって詳しく調べられている｡
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私はこのイネ属植物の葉緑体DNAの分化をよ
り詳細に調べるために､解析する葉緑体DNA
の種をしぼって-これらをクローニングして詳細
に解析した｡
イネ属埴物葉緑体DNAに見られた欠失
変異
イネ属植物は20余種からなりゲノム分析によ
りAA･BB･BBCC･cc･CCDD･
EE･ FFの7つのゲノム構成に分類されてい
る｡解析に用いたイネ属植物はなるべく遺伝的
に離れているものを選び､ AAゲノムの0.sati-
ua (cv･甲.ipponbare)の他にJ､ B Bゲノムの0･
puTWtata (W1515)､ c cゲノムの0.oNicina-
hs (WOOO2)､ E Eゲノムの0.austTulieTLSis
(wooo8)の3種のイネ属植物を用いた｡
0. satiL)aの葉緑体D N Aはその全領域の塩
基配列が決定されているので､その他の3種の
植物体から葉緑体DNAを抽出し､ Åファージ
ベクタ-を用いてすべての領域をカバーするク
ローンバンクを作製した｡そのクローンバンク
を用いて3種のイネ属植物の葉緑体DNAのB
A rpoc2
Oryza saliva
Oryza offJIc/'nall'S
P EE a E
amHI, PstIの制限酵素地図を作成し､ 0. sati-
uaのそれと比較したoその結果､ BamHI及び
pstIの制限酵素部位には数カ所の違いしか見
られなかったが､ 0. puTWtataと0. offici-nazis
の葉緑体DN Aには0.satiuaの葉緑体
DNAと比較したときに数百bp短い領域､す
なわち欠失変異が存在することがわかった
(Kanno and Hirai 1992)0
0.oNicinalisの葉緑体D N Aに見られた欠
失変異は図1 Aに示したように遺伝子と遺伝子
の問にあり､その部分の塩基配列を解析した結
果､ Ea 1 Bに見られるようにAATAGAA(T)
AATGAGという直列反復配列た囲まれている
領域が欠失していた｡また0.puTWtataの場合
も同様にAGAAAAAAATという10bpの直列
反復配列に囲まれている領域が欠失していた｡
このことから0.punctata, 0. oNicinalisで見
られた欠失変異は直列反復配列を介したD N A
の組換えによる変異と考えられる｡またこの欠
失変異が他のイネ属植物にあるか否かを調べた
結果､これらはゲノム特異的な欠失変異である
ことがわかった｡
rps2　　　　　　　　atp I alP H
P E≡　　B E V VE X
B
Oryza s a I J'va CTAGATCTATATCCTTTATGTCTATAAGTTCAGTCATCTTTTGTATGGGTTTCCACTTTAAGGAA
★★★★★★★★★★★★★★★★★†★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★ナナ★★★ナナ▼★
OryZa o/ficinaIJIs CTAGATCTATATC⊂TTTATGTCTATAAGTTCAGTCATmTTGTATGGGTTTCCACTTrAAGGAA
TT-TTTGAATCCGATTChATAGAAAATGAqはAATACACAAACAAAATAGAAGAAACAAATTG
★★★　★★★★ナナ★★★★★★★★★
TTTATTTTGAATCCGATTC一一一一一一一一-Ill-I-I------I-I---------1-I--------I
ATATGク′ GGATGGAATGA-GATCAGTTGGTTGGAAAGAAAGAG如TAGAATAATGAQmC
*****************
-一一一.ク′ --------一一一一一一一一一一一一--一一---一一ll･1---AATAGAATAATGAGTAC
ACAAACCTCTAATGATTAGA姐CTAAAAAGGAGATCTCGAAGCAGTTCGGAGAATTCAGAT
★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★　★~■★★★
ACAAACCTCTAATGATTAGAAACTAAAAAGGAGATCTCGAAGCAGTTCGGAGAATGCAGAT
図1 0. omcinallsの葉緑体DNAに見られた欠失変異｡ A.欠失変異付近の制限群素地国o P, Pstl ;a,
BamHl ; V, EcoRV｡ B.欠失変異付近の塩基配列比較｡相同性のある領域は星印で示し､四角で示
した領域は直列反復配列を示す｡
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葉緑休D NAにおける直列反復配列を介した
欠失変異については､すでにTriticuTn属及び
AegiZops属の葉緑体D NAで報告されている
(0gihara et al. 1988)0 TT･iticuTn属及びAegilo-
ps属では2つの欠失変異について解析されてお
り､ 1つはCATTTTTTTという9bpの直列反
復配列､もう1つはATTATという5bpの直
列反復配列に挟まれた領域の欠失変異であった｡
これらの直列反復配列同士を比較しても相同性
はみられないが本実験で見つかった直列反復配
列と同じようにATに富んでいるという特徴が
あった｡
その後の研究で0.satiuaの中でも2つの生
態種JaponicaとIndicaの葉緑休D N Aを比較
したときにIndicaには特有の欠失変異があり､
さらにIndicaの中にも他のIndicaの系統には
見られない欠失変異があるものがあった｡この
Indicaで見られた欠失変異の位置はB Bゲノム､
ccゲノムで見られた欠失変異とは異なり､ B
Bゲノムやccゲノムでみられた欠失変異と同
様に直列反復配列を介した欠失変異であること
がわかった(Kannoand Hirai,in press)｡こ
のことから､ここに見られるような直列反復配
列を介した欠失変異は葉緑体DNAの変異の中
でも非常に起こりやすい変異なのではないかと
考えられる｡
1 ) Ohyama et al.1986. Nature322:5721574.
2 ) Shinozak  et al.1986. EMBO J.5:2043-20
49.
3 ) Hiratsukaet al.1989.Mol. Gen.Genet.
217:185-194.
4 ) Ogihara et al.1988. Proc. Nail. Acad. Sci.
USA 85:8573-8577.
5 ) Ogihara and Tsunewaki1988.Theor.
Appl. Genet.76:321-332.
6 ) Kunget al.1982. Theor. Appl. Genet.61:
73-79.
7 ) Palmer et al.1983. Theor. Appl. Genet.65:
181 -189.
8 ) IshiietalAL.1988. Jpn. J. Genet.63:5231
536.
9 ) Dally and Second 1990. Theor. Appl. Gene-
t.80:209-222.
10) Kanno and Hirai 1992. Theor. Appl. Gene-
t.83:791 -798.
ll) Kanno and Hirai,Theor Appl. Genet
in press.
特別講義シリーズ｢微生物遺伝生態への道｣ (第二回)のお知らせ
テーマ:生態系における硝酸塩のケースヒス
トリ-と応答系遺伝子オペロンの発
現制御
講　師:岡山大学歯学部教授谷口　茂彦氏
日　時:1993年6月3日　9:30　開講
6月4日15:00　終了予定
ンの研究)に引き続いて､第二回目の講義を標
寵のように開講いたします｡
この講義シリーズに掲げる微生物遺伝生態と
は､急速に発展しつつある分子生物学の成果を
生態系における微生物の解明に生かすとともに､
実験室微生物に限られてきた分子生物的研究の
昨年の第一回講義(大腸菌のリン酸レギュロ　　視野を生態系の全微生物に拡張し､地球上にお
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ける微生物の分化と進化の過程の分子的基礎を
探究しようとする新しい研究分野であります｡
本講義は､長年微生物の生化学､分子生物学の
研究で活躍してこられた方々を講師としてお招
きし､その研究をお聞きすると同時に､微生物
生態への道をともに語りあうべく企画いたしま
した｡興味をおもちの学生の皆さん､研究者の
皆さんのご来場をお待ちいたしています｡
(服部　　勉)
講義の概要
｢生態系における硝酸塩のケースヒストリーと応答系遺伝子オペロンの発現制御｣
硝酸塩の起源と生物圏輪廻一原核細胞から有
核生物へ至るその対応一環境因子としての硝酸
塩に対すろ原核細胞の応答系遺伝子オペロンー
対比される有核生物での遺伝子発現制御俊
一指標として今ここに着目する硝酸塩の自然
界での輪廻から､細菌からヒトを含めた高等動
物までの硝酸塩との対応の歴史が始まる｡おそ
らく大量の分子状酸素が光合成生物の出現とと
もに蓄積する以前に､無生合成によるにしろ生
物起源であるにしろ硝酸塩は嫌気的環境下にあっ
た始原の生物寓に出現しており､やがてそれは
多種の細菌頬の同化型硝酸還元酵素により同化
され､ついには緑色植物によっても好適な窒素
源として吸収同化される｡
その捕食を続けて来た草食性脊椎動物やヒト
では､長い生活史を経て体内の循環系に取り込
まれた硝酸塩との対応が迫られる｡やがて高等
動物の体内では独自の硝酸塩生合成機構が発動
するに至り､そして現在動物体内で広く機能す
るセカンドメッセンジャーとして極めて注目さ
れるNO (一酸化窒素)生成機構との代謝関連
が実証されるに至った｡
一方動物体内でも口腔内や腸内などそして生
物圏における土壌相で､それぞれの嫌気的傾向
の環境下でフロラを構成する通性嫌気性細菌類
が､硝酸塩を分子状酸素に置き換えて異化的に
岡山大学･歯学部　谷　口　茂　彦
利用するいわゆる硝酸呼吸系を獲得する｡前出
の同化型とともにその構成を全く異にするこの
二種の複合酵素系は､硝酸という一つの共通の
基質分子に誘導され生物圏の多くの細菌にその
いずれかが備えられるに至る｡そして呼吸型を
コードする遺伝子オペロンの発現には､硝酸塩
存在下および同時に分子状酸素排除下ではじめ
て構造遺伝子領域の転写を活性化する二成分調
節系が作動する｡かような環境情報に応答して
遺伝子DNAの転写調節を司るセンサー(レセ
プター)とレギュレーターより成る二成分系の
原核細胞における広い分布がやがて認知され､
広汎な情報種に応答すべく配置された多数のレ
セプターの膜上の局在像からは､より多数のレ
セプターが密集する動物細胞膜のmembrane
trafficが連想される｡
自然界との環境応答を見渡すと､脊椎動物で
の遺伝子発現の多細胞系制御機構の作動様式に
おいてさらに精微な対応が如実のものとして受
け止められる｡例えば肢膝の発生分化における
脊椎動物の肢形態形成過程は､位置情報なる上
位概念の設定の上に､多数の遺伝子の錯綜した
発現制御カスケードによる構成細胞の分化過程
としてはじめて基本的に把握される｡原核生物
界の環境応答にあずかる遺伝子の発現制御像も､
多細胞系を組む有核生物におけるそれとの対比
を含む全体像の中でこそ観照さるべきであろう｡
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平成5年度共同利用研究等の紹介
平成5年度の共同利用研究は､ワークショップが3課題､共同利用研究が13課題採択され新年度
からスタートいたします｡以下にワークショップの名称､共同利用研究課題､代表者を紹介いたし
ます｡ (採択番号順)なお､ワークショップの内容については次回以降に紹介いたします｡
◎ワークショップ
細胞の環境適応と膜脂質
服部　勉･東北大通生研
開催予定期日　平成5年10月19日～10月20日
新手法による植物の遺伝的変異解析と生態分
化に関する研究
笹原健夫･山形大農
開催予定期日　平成5年7月15日～7月16日
チッソ固定の遺伝生態
服部　勉･東北大通生研
開催予定期日　平成5年11月4日～11月5日
◎共同利用研究
植物の形巽発現と適応機構の分子遺伝学的解
析
河野昭一･京都大理
草地細菌群におけるnif遺伝子の分布
南洋　究･茨城大農
地圏環境の微生物が塩濃度変化に脂質修飾で
適応した際の脂質膜物性の変化
大木和夫･東北大理
瞳界環境下における植物一微生物の生態系に
関する研究
本田雄一･島根大農
編　集　後　記
平成5年度に実施される共同利用研究等が採
択されましたので紹介いたしました｡新年度の
研究も確実な歩みとなりますよう希望していま
す｡
本センター通信は､センターの活動状況の他
に遺伝生態という新しい学問分野をめぐる国内
外の研究上のトピックス､意見､書評など多様
な内容で構成しております｡皆様のご投稿をお
願いいたします｡
トランスジェニック植物を用いたキメラ植物
の作成と遺伝子発現
平田　豊･東京農工大一般教育
染色体D N Aの構造性からみた土壌細菌群集
の特性
若尾紀夫･岩手大農
根の水分屈性発現機構とその生態的意義
石原　邦･東京農工大農
イネに対する犠牲遺伝子導入の試み
佐野　浩･秋田県立農業短大
混植されたオーチヤードグラス､ホワイトク
ローバの群落構造に及ぼす近紫外光の影響
寺井謙次･秋田大教育
接合菌類の環境応答としての接合反応の解析
吉田元信･近畿大農
光環境に応答して変動する植物代謝と形態形
成との間の相関関係の解析
岩村　倣･京都大農
ヒゲカどの形態形成における微小管の役割
菱沼　佑･山形大理
インゲン根腐病菌小型分生胞子の生態学的意
義
百町満朗･岐阜大農
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編集･発行　東北大学遺伝生態研究センター
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電話　022-227-6200 (代表)
共同利用掛(内) 3130
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-10-
